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つくば市記者会 御中

■取材依頼 □周知依頼 □募集告知 □その他

発信元：つくば市 政策イノベーション部 科学技術振興課

全1枚

令和3年度つくばSociety 5.0 社会実装トライアル支援事業

「VRを用いた市民参加型の遺跡データドネーションアプリ開発」に向けた
実証実験を行います

令和3年度つくばSociety 5.0 社会実装トライアル支援事業の採択案件の一つで、
筑波大学がスマートフォンなどを用いて遺跡管理を行うアプリ開発を目指すもので
す。

今回、スマートフォンで取得した平沢官衙遺跡の3Dデータと、専門業者による計
測データを集約することで、遺跡の最新状態を把握する仕組みづくりに向けた実証
を行います。

【日時】
令和４年２月26日（土）
※取材可能時間は12:15～13:00（小雨決行、悪天候の場合は中止）

【場所】
平沢官衙遺跡（つくば市平沢353）

【内容】
①スマートフォンアプリを使用した平沢官衙遺跡の3Dスキャンデータの取得
②専門業者によって事前計測された3Dスキャンデータと①の比較

【参加者】
・ＮＰＯ法人平沢歴史文化財フォーラム
・五十嵐 立青 市長
・森田 充 教育長

【その他】
・取材を希望される場合は、２月25日（金）正午までに以下の問い合わせ先へ

御連絡ください。
・新型コロナウイルス感染症の状況により中止する場合があります。

国史跡平沢官衙遺跡及びスマートフォンアプリでの3Dスキャンデータイメージ（画像提供可）


